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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、活性化白血球細胞接着分子（ALCAM）をコードします。これはCD166（分化クラスター166）としても知られ、細胞外ドメインに5つの免疫グロブリン様ドメイン（VVC2C2C2）を持つ免疫グロブリン受容体のサブファミリーに属します。このタンパク質はT細胞分化抗原CD6に結合し、細胞接着および遊走のプロセスに関与しています。異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年8月],ドメイン：CD6結合部位はN末端のIg様ドメインにあります。,機能：CD6に結合する細胞接着分子。異好性および同好性相互作用を介してニューロンによる神経突起伸展に関与します。活性化白血球へのT細胞およびB細胞の結合、ならびに神経系細胞間の相互作用において役割を果たす可能性がある。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを2つ含む。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを3つ含む。,組織特異性：脾臓、胎盤、肝臓、そして肝臓では弱い発現を示す。活性化T細胞、B細胞、単球、胸腺上皮細胞で発現する。脳のニューロンで発現する。腫瘍細胞株では限定的な発現を示す。転移性の高いメラノーマ細胞株で優先的に発現する。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）
	画像データ
	

	ALCAM 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	CD166ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

